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	PYK2：PTK2Bタンパク質チロシンキナーゼ2β。別名PTK2B、PKB、PTK、CAKB、FAK2、FRNK。Entrez Protein NP_004094。これは細胞質タンパク質チロシンキナーゼであり、カルシウム誘導性のイオンチャネル調節およびMAPキナーゼシグナル伝達経路の活性化に関与しています。コードされているタンパク質は、カルシウム流入を増加させる神経ペプチド活性化受容体または神経伝達物質と、神経活動を制御する下流シグナルとの間の重要なシグナル伝達中間体である可能性があります。コードされているタンパク質は、細胞内カルシウム濃度の上昇、ニコチン性アセチルコリン受容体の活性化、膜脱分極、またはタンパク質キナーゼCの活性化に応答して、迅速なチロシンリン酸化および活性化を受けます。このタンパク質は、CRK関連基質、ネフロシスチン、FAK関連GTPase調節因子、およびGRB2のSH2ドメインに結合することが示されています。コードされるタンパク質はタンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーに属しますが、他のサブファミリーのキナーゼとの顕著な配列相同性は見られません。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする4つの転写バリアントが見つかっています。
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	Raji（1）、PMA誘導THP-1（2）、Jurkat（3）、およびRamos（4）細胞溶解物に対するPYK2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PYK2 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。

